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G-09

「もの」を通じて生まれるつながり
――プロジェクトFUKUSHIMA!	福島大風呂敷を事例に

蒔野	真彩（東京大学大学院総合文化研究科／	IHS 修士課程 1年）

　私はこのプロジェクト FUKUSHIMA! というアートプロジェクトの中の福
島大風呂敷というアートを通してものと人、そしてものを介した人と人のつ
ながりというものについて考えてみたいと思います。これを考えるにあたっ
て、人がものにどういう意味を込めるかとか、そういう人からの視点ではな
くて、ものが何を人にさせるのかという非人間中心主義的な視点からこの
アートについて考えてみたいと思います。

　今回、大風呂敷がそこに関わる人にどういう影響をもたらすのかというこ
とを考えるにあたって、「作る」「広げる」「つながる」という三つのフェー
ズに分けました。この風呂敷自体が、写真で分かるように 10 ｍくらいあっ
てすごく大きいものなんですけど、これを一緒に縫ったり広げたり畳んだり、
すごく手間のかかる共同作業なのですが、それを通して人々がつながってい
く過程というのをお話しできたらと思っています。また、現在これは福島
だけでなく福島以外の地域にも広がっていて、札幌とか名古屋とか、今年は
ニューヨークでも広げられたりしています。そういうふうに地域を越えた大
風呂敷ネットワークが生まれています。

　それについて私は、〈共〉の領域を生み出す仕掛けとして大風呂敷を捉え
ました。この〈共〉というのはもちろん、福島と福島以外という、エンパワー
メントという意味での〈共〉でもあるんですけど、何かそれをもう一つ越えた、
大風呂敷が可能にしている共同性のようなものがあるのではないかと思って
いて、ここは実際まだあまり言語化できていない部分もあるので、実際に私
がこの夏参加した経験も交えながら皆さんとお話しできたらと思います。
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